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れ
る
こ
と
ぞ
夢
み
て
ゐ
る
の
ピ
。
事
費
‘
組
閣
宇
，
R
一
議
表
さ
れ
に
新
に
な
る
四
ヶ
年
計
霊
の
聾
明
ιは
ナ
チ
ス
の
色
彩
か
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
右
の
計
重
は
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
あ
り
．
之
そ
如
何
に
し
て
賓
現
す
る
か
．
そ
の
悪
化
す
る
賓
献
の
具
瞳
化
に
比
し
て
吾
人
は
何
等
力
強
き
其
の
具
瞳
的
調
策
内
容
身
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
融
か
ら
フ
ラ
シ
ク
フ
ル
タ
1
．
ッ
ア
イ
ツ
シ
ク
紙
は
ナ
チ
ス
の
聾
明
が
「
計
童
に
非
十
じ
τ激
文
百
」
日
と
榔
識
し
て
ゐ
る
。
周
知
の
遁
h
り
ド
イ
ツ
政
府
の
政
策
は
イ
ン
フ
レ
1
シ
ヨ
シ
の
世
界
的
波
譲
に
も
不
拘
．
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
固
持
し
て
マ
ー
ク
の
安
定
必
死
守
す
る
と
い
ふ
に
あ
っ
た
が
一
九
三
二
年
に
入
つ
て
は
そ
れ
す
ら
も
臼
じ
放
棄
す
る
そ
飴
儀
わ
ゆ
t
さ
れ
た
。
過
去
の
苦
難
に
鑑
み
制
度
に
4
ン
ア
レ
l
シ
ヨ
ン
政
策
そ
避
け
来
つ
に
ド
イ
ツ
政
府
が
還
に
右
の
如
き
政
策
時
換
密
行
は
ぎ
る
を
得
な
t
な
つ
に
の
は
経
済
危
機
の
如
何
仁
世
の
表
界
貿
易
〈
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本
文
ば
改
め
て
申
越
ぷ
る
起
も
な
く
‘
園
際
聯
盟
の
経
済
調
一
六
深
刻
化
せ
る
か
ぞ
示
す
一
指
標
と
し
て
充
分
で
あ
る
。
事
賞
、
事
態
の
推
移
そ
静
観
す
れ
ば
共
和
間
資
本
主
義
ド
イ
ツ
仕
フ
ァ
シ
ズ
ム
資
本
主
義
ド
イ
ツ
ヘ
轄
向
し
亡
に
止
ま
る
。
此
の
意
味
に
於
て
一
切
の
面
紗
を
剥
奪
す
れ
ば
ナ
チ
ス
の
所
謂
「
第
三
園
家
」
も
共
の
本
質
に
於
て
ピ
八
マ
ル
ク
の
国
家
i
ヲ
イ
マ
l
ル
憲
法
と
何
等
異
る
底
営
認
め
得
な
い
。
斯
の
如
き
プ
ル
ジ
ユ
ア
ジ
l
強
化
の
下
に
徹
底
的
に
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
逢
行
さ
れ
る
と
せ
ば
事
態
の
急
迫
は
一
暦
具
能
化
せ
ざ
る
ぞ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
以
上
要
約
す
る
と
こ
ろ
ナ
チ
ス
猫
裁
資
本
主
義
は
か
く
て
華
々
し
き
リ
ン
グ
「
世
界
」
に
再
登
場
し
た
b
と
は
一
五
三
彼
も
亦
結
封
に
不
死
身
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
3
ぞ
の
経
済
諸
欣
態
は
前
途
向
難
航
を
績
け
る
も
の
と
思
惟
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
三
・
一
O
退
経
大
江
車
口
査
委
員
に
し
て
よ
ぎ
ユ
仏
国
8
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右
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書
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以
っ
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知
ら
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H
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司
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司
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町
♀
に
て
護
表
せ
る
短
論
文
な
る
故
烈
々
に
る
研
事
心
に
燃
ゆ
る
諸
賢
に
は
既
に
原
文
会
読
破
さ
れ
阻
輔
さ
れ
旦
批
判
の
メ
ス
ぞ
加
へ
ら
れ
し
事
と
思
ふ
。
き
れ
ば
設
に
共
解
説
の
必
要
ぞ
認
め
な
い
で
ゐ
ら
う
。
只
共
の
事
を
一
一
一
一
円
さ
せ
て
戴
き
度
い
。
諸
島
一
a
と
し
て
の
英
語
ル
｝
履
修
す
る
こ
と
師
に
鶴
田
中
一
霜
な
る
も
‘
ペ
ン
ぞ
執
り
主
式
じ
和
語
せ
る
は
テ
ス
ト
或
は
英
文
雑
誌
の
課
題
投
稿
の
際
位
に
過
ぎ
や
J
．
範
聞
も
極
め
て
限
定
さ
れ
鷹
用
性
の
砂
い
も
の
で
あ
っ
た
q
此
和
課
の
如
き
も
愚
生
の
詩
型
力
の
貧
弱
そ
白
己
暴
露
す
る
外
何
物
で
も
な
い
が
‘
共
慮
に
何
物
か
を
追
求
せ
ん
と
し
、
自
ら
の
蓄
殻
そ
破
砕
し
此
詩
文
そ
江
湖
の
諸
彦
に
紹
介
す
る
の
胃
除
か
｝
敢
行
し
に
の
で
あ
る
。
斯
る
意
闘
は
之
や
以
っ
て
惜
矢
と
す
る
故
不
完
杢
極
る
箇
所
の
如
き
も
多
々
あ
お
事
と
岡
山
ふ
。
己
…
惜
な
さ
御
叱
啓
ル
｝
甘
受
す
る
者
で
あ
る
。
御
鞭
捷
ぞ
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一
九
三
二
年
に
於
け
る
世
界
貿
易
糠
額
は
一
九
二
九
年
度
の
総
額
の
三
割
九
分
以
下
で
あ
つ
に
。
季
節
的
理
勤
を
除
外
す
れ
ば
共
組
額
は
一
九
二
九
年
末
よ
り
一
九
三
二
年
第
三
季
迄
績
減
し
に
、
即
ち
該
季
の
世
界
貿
易
額
は
一
九
二
九
年
間
季
の
額
の
三
分
の
一
を
殆
ん
ど
出
で
な
か
っ
に
。
一
九
三
二
年
最
終
季
の
弄
節
的
問
復
は
パ
l
h」
ン
テ
l
デ
ぞ
設
年
度
丈
を
再
皮
平
均
額
仁
到
詰
せ
）
め
仁
。
併
乍
一
九
三
三
年
第
一
季
の
諌
備
的
統
計
は
－
）
れ
以
上
の
激
落
を
一
不
し
而
も
此
蹴
落
こ
そ
三
三
年
度
の
総
額
’
M
4
一
新
低
水
準
に
引
下
戸
、
る
虞
が
ゐ
る
。
此
舎
の
概
算
は
世
界
締
貿
易
額
の
約
九
割
の
説
明
ケ
話
す
虚
の
間
十
九
ナ
園
の
統
計
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
話
替
特
使
動
ぞ
除
去
す
る
震
に
各
闘
遁
賃
は
毎
月
の
平
均
相
場
で
金
弗
貨
に
換
算
さ
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
故
に
此
減
少
は
金
債
の
暴
落
の
一
端
ぞ
も
去
し
て
居
る
。
併
し
そ
れ
は
叉
輸
出
入
量
の
多
大
の
減
少
。
そ
も
反
映
し
て
居
る
。
即
ち
共
量
に
於
て
二
五
区
以
上
の
減
少
あ
り
．
平
均
物
償
標
準
に
於
て
約
五
O
ガ
の
低
下
が
有
っ
た
．
局
仁
一
九
二
九
年
度
物
債
の
か
γ
値
そ
以
っ
て
一
九
二
・
九
年
度
糟
量
の
四
分
の
三
や
交
易
せ
る
渇
其
総
額
は
一
丸
二
九
年
度
水
準
の
四
O
%
以
下
に
減
少
し
に
。
此
等
雨
要
因
中
費
動
益
々
困
難
な
る
が
故
に
愈
々
驚
異
的
な
る
ふ
の
は
量
的
減
少
で
ゐ
る
。
一
九
三
二
年
秋
以
来
の
回
復
は
季
節
的
の
も
の
で
あ
っ
た
．
併
し
荷
動
き
の
上
に
認
せ
ら
れ
た
制
限
｜
殊
に
新
ら
じ
さ
量
的
制
限
の
撤
慶
は
な
く
共
貿
易
商
は
績
滅
す
る
の
で
あ
っ
亡
。
一
九
三
O
年
皮
の
三
O
ガ
．
一
九
一
二
一
年
度
の
九
万
三
九
二
一
O
年
に
比
じ
J
市
し
て
一
九
三
二
年
上
宇
期
の
一
一
l
l二
三
ハ
一
丸
一
一
三
年
上
牛
期
に
比
し
）
の
減
少
は
更
に
一
九
三
二
年
度
に
は
会
轄
と
じ
て
一
一
二
1
1
1
一
四
%
に
建
し
に
。
一
九
一
一
一
二
年
下
半
期
に
示
さ
れ
た
ヲ
｝
れ
以
上
の
減
少
は
貿
易
の
量
的
制
限
が
益
々
重
要
化
す
る
こ
L
」
を
著
し
〈
す
る
も
の
で
あ
る
G
国
々
に
依
り
打
撃
企
業
る
程
度
ル
｝
具
に
し
て
居
る
。
不
幸
に
し
て
以
前
の
不
況
の
譜
期
に
就
い
て
は
比
較
し
ね
る
統
計
な
き
も
．
ワ
l
F
7
ン
博
士
の
作
成
に
か
、
る
推
算
は
世
・
界
線
貿
易
額
が
屯
以
前
の
恐
慌
時
に
は
極
め
て
僅
し
か
減
少
し
な
か
っ
た
事
ぞ
示
す
も
の
と
載
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
一
九
O
七
年
よ
り
一
九
O
八
年
に
百
一
る
期
間
の
減
少
に
釘
す
る
伎
の
概
算
は
七
対
で
め
る
つ
慣
格
、
量
共
に
現
在
の
低
落
の
大
さ
に
近
い
低
落
は
戦
前
の
最
悪
の
危
機
に
さ
へ
全
く
起
ら
な
か
っ
k
。
勿
論
戦
後
の
粧
済
的
財
政
的
局
面
に
は
幾
多
の
錯
綜
せ
る
要
因
が
有
っ
↑
ト
ο
併
乍
戦
後
の
間
際
金
融
献
勢
下
に
在
h
り
て
は
、
重
要
商
品
殊
に
農
産
物
の
圏
内
生
産
と
輸
出
と
ぞ
維
持
し
増
大
せ
ん
こ
と
を
企
固
せ
る
制
限
的
商
業
政
策
は
物
慣
安
定
に
取
め
で
は
千
時
以
上
仁
危
険
な
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
賢
際
の
底
．
累
加
的
諸
制
限
は
貿
易
の
方
面
白
ぜ
歪
め
債
格
関
係
を
冊
目
胤
し
・
債
務
園
そ
し
て
共
債
務
め
耕
済
や
困
難
な
ら
し
め
に
。輸
入
割
営
制
度
は
今
や
三
三
ク
固
に
施
行
せ
ら
れ
而
も
此
等
諸
国
中
多
数
の
闘
に
在
b
て
は
従
衆
輸
入
口
m
の
甚
だ
蹟
汎
な
範
固
に
及
ぶ
様
じ
描
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
割
営
制
度
と
は
輸
入
禁
止
制
度
の
饗
形
に
じ
て
．
之
に
依
り
．
或
商
品
の
特
定
珪
の
み
が
、
或
期
間
内
輸
入
さ
る
〉
の
で
あ
る
。
斯
る
割
首
は
．
共
割
嘗
制
度
ケ
謀
せ
な
け
れ
ば
輸
入
さ
る
ゐ
で
あ
ら
う
と
期
待
さ
る
ご
瓦
よ
り
も
少
い
事
は
首
然
で
ゐ
る
。
原
産
困
問
及
び
個
人
輪
入
業
者
聞
の
割
営
は
・
そ
れ
が
閥
係
貿
易
組
合
に
依
り
持
又
官
吏
に
依
り
進
行
せ
ら
る
る
に
せ
よ
．
個
人
的
貿
易
企
業
の
代
b
に
一
般
的
な
而
も
麗
失
政
治
的
考
臆
な
用
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
量
的
貿
易
制
限
必
径
三
句
紋
付
く
る
第
一
理
由
は
共
制
限
が
直
接
共
二
人
目
指
す
目
的
や
達
す
る
と
い
ふ
事
責
に
存
在
す
る
。
関
税
は
鞍
入
の
卸
じ
債
格
に
附
加
さ
れ
に
る
税
よ
わ
成
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
轍
入
商
命
量
に
議
分
か
の
減
少
ぞ
鷲
さ
？
に
は
置
か
な
い
。
併
乍
閥
税
な
る
も
の
は
杢
機
構
中
最
敏
感
な
る
賭
仁
於
て
諜
せ
ら
れ
而
も
共
影
響
は
民
汎
に
一
一
日
一
り
遡
り
て
は
生
産
計
に
．
先
八
行
つ
て
は
消
費
者
に
迄
及
ぶ
色
の
で
あ
る
。
共
故
競
争
貿
易
の
杢
範
聞
に
及
ぶ
轍
入
税
の
影
響
が
輸
入
企
禁
止
し
得
る
様
に
成
る
詩
に
は
．
輸
入
枕
は
高
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
関
税
は
勿
論
禁
止
的
標
準
起
引
上
げ
ら
る
h
も
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
競
争
激
烈
に
し
て
原
債
と
貰
債
と
の
差
益
な
る
商
品
に
有
b
て
は
特
に
然
h
り
で
あ
る
。
併
し
大
抵
の
関
税
は
新
ら
し
き
量
的
制
限
が
破
壊
的
と
成
れ
る
程
轍
入
そ
破
壊
す
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に
合
理
的
関
税
制
度
下
に
在
め
で
は
常
に
物
慣
の
引
下
じ
依
り
輸
入
抑
制
の
可
能
性
が
有
る
。
生
産
或
は
分
配
に
於
け
る
諸
改
善
・
生
産
者
側
め
低
き
報
酬
の
せ
受
或
は
卸
買
値
段
の
一
般
的
低
落
は
閲
枕
の
影
響
に
抗
ι得
る
も
の
で
有
る
。
量
的
職
入
制
限
は
掛
る
可
能
性
を
無
か
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
輸
入
量
に
減
少
ぞ
来
さ
じ
め
ん
こ
と
や
欲
し
・
卸
買
物
慣
に
墜
泊
を
加
重
せ
Ar
し
て
直
接
共
結
果
に
建
す
る
の
で
あ
る
。
方
法
の
相
遣
は
総
健
な
一
同
部
に
偏
せ
ざ
る
制
動
組
織
に
因
る
底
力
と
貿
易
の
機
構
と
い
ふ
車
輪
に
念
に
歯
止
め
の
石
塊
そ
営
て
合
ふ
事
と
の
相
還
に
比
較
せ
ら
る
〉
も
の
で
あ
る
。
短
論
文
ぞ
以
っ
て
し
て
は
．
事
情
ぞ
異
に
す
る
場
合
の
割
賞
の
結
呆
に
闘
す
る
各
種
の
皐
理
的
可
能
性
ぞ
悉
t
吟
味
し
行
く
は
不
可
能
で
あ
る
ο
此
鹿
で
は
唯
単
に
関
税
に
因
る
よ
り
も
寧
ろ
轍
入
品
に
加
ふ
る
直
接
の
量
的
制
限
に
依
り
共
農
業
金
保
護
せ
ん
と
す
る
の
傾
向
か
諸
固
に
噌
穴
せ
る
穏
惹
起
き
れ
た
特
に
重
要
な
る
問
題
に
注
意
を
惹
〈
に
止
な
る
で
あ
ら
う
。
根
本
的
諸
事
置
E
は
即
ち
蹴
州
以
外
の
諸
問
に
於
け
る
小
婆
の
如
き
農
産
品
の
生
産
の
描
大
及
び
バ
グ
1
・
ペ
l
コ
ン
の
如
き
動
物
性
産
口
聞
の
生
産
の
増
加
．
輪
入
国
の
一
時
的
に
減
少
せ
る
も
比
較
的
弾
力
性
な
き
需
要
減
少
の
勢
も
あ
る
が
然
し
叉
生
産
費
の
低
下
の
震
に
物
偵
そ
低
下
せ
し
む
る
塵
力
1
1
等
で
あ
る
。
他
の
根
本
的
雨
事
賓
が
強
調
せ
ら
る
為
必
要
が
有
る
。
即
ち
輸
入
闘
に
於
で
多
量
生
昆
或
は
高
物
債
の
何
れ
か
に
困
一
h
り
共
牧
入
を
維
持
仁
田
市
て
は
増
大
せ
ん
と
す
る
是
非
な
き
必
要
及
び
輸
入
国
か
結
構
的
理
由
と
共
に
枇
曾
的
及
び
政
治
的
理
由
の
詩
に
自
園
農
業
の
保
護
そ
重
要
観
す
る
こ
と
郎
ち
之
で
あ
る
。
唯
此
等
の
要
因
を
陳
越
す
る
丈
で
．
此
等
農
産
物
方
而
に
於
げ
る
世
界
貿
易
が
不
況
に
沈
倫
せ
し
め
ら
れ
た
行
詰
り
の
異
常
な
る
重
要
性
会
問
明
す
る
に
充
分
で
あ
る
o
関
税
怯
結
局
輸
入
競
争
ぞ
防
止
し
得
ぎ
る
も
の
と
分
っ
た
の
で
欧
酬
の
輪
、
入
閣
は
量
的
貿
易
制
限
の
手
段
じ
訴
へ
大
の
で
め
る
o
斯
る
方
策
の
結
果
は
何
で
あ
っ
た
か
。
一
一
結
国
棋
が
轍
入
閣
に
於
け
る
農
業
を
有
効
に
保
護
す
る
も
の
で
あ
っ
仁
事
は
明
白
で
あ
る
υ
量
的
制
践
で
小
婆
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
最
激
烈
な
闘
に
於
て
は
生
産
の
異
常
な
増
大
さ
へ
有
っ
た
．
商
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
地
域
に
於
て
は
．
よ
り
高
債
な
費
用
と
よ
り
不
利
な
る
保
件
下
に
・
よ
り
多
数
の
小
婆
牧
穫
が
有
っ
た
。
輸
出
園
に
在
り
で
は
必
宇
し
も
轍
入
国
の
生
庄
の
増
大
に
封
躍
す
る
生
産
の
縮
少
が
有
る
も
の
で
は
無
い
‘
却
っ
て
生
産
は
多
く
の
場
人
口
糧
積
損
大
し
行
く
も
の
で
ゐ
ゐ
。
而
も
轍
出
に
因
る
牧
入
を
出
来
る
丈
大
な
ら
し
め
ん
が
渇
生
庄
の
撲
大
は
是
非
な
き
必
要
に
依
b
促
進
せ
ら
る
〉
事
が
屡
々
あ
る
。
其
故
純
然
古
る
結
果
と
は
｜
｜
産
業
保
護
闘
に
是
け
る
生
昆
の
可
成
な
併
し
高
債
な
而
も
弱
味
あ
る
護
展
と
輸
出
図
に
於
て
は
他
の
可
能
性
の
昧
乏
の
震
じ
生
産
の
減
少
が
殆
ん
E
無
き
こ
と
i
l寧
ろ
護
展
す
ら
あ
る
『
回
と
ー
ー
で
あ
る
。
供
給
に
於
げ
る
斯
る
盛
他
の
緒
果
は
l
l普
〈
行
っ
た
鹿
で
精
々
比
較
的
に
弾
力
性
な
き
面
も
泊
費
者
の
購
買
力
の
減
少
に
因
り
現
に
甚
大
な
る
影
響
ぞ
蒙
れ
る
需
要
1
1
保
護
金
受
げ
っ
ぷ
あ
る
生
産
者
側
の
よ
り
高
き
物
債
の
期
待
や
裏
切
る
も
の
で
あ
り
又
多
く
の
場
合
保
護
を
受
り
5
る
生
産
者
を
英
一
し
t
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
亡
し
て
輸
入
品
の
制
限
に
困
り
釣
上
げ
ら
れ
た
保
護
貿
易
主
義
閣
の
閣
内
物
債
は
需
要
が
減
少
し
、
圏
内
生
産
が
増
大
す
る
時
共
維
持
は
困
難
と
成
る
の
で
あ
る
。
共
結
果
は
割
営
が
絶
え
A
V
よ
り
制
限
的
に
減
ら
一
ざ
る
ぞ
得
な
い
し
叉
不
断
に
本
来
の
目
的
会
破
壊
す
る
様
に
成
る
の
で
あ
8
0
制
限
さ
れ
k
市
場
を
事
寛
上
濁
占
す
る
場
合
を
除
外
す
れ
ば
．
輸
出
固
に
於
て
は
物
債
の
下
落
は
惨
亡
る
も
の
で
！
あ
の
．
十
代
荷
は
蓄
積
L
穏
に
改
善
の
六
ニ
お
望
企
懐
t
事
き
へ
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
世
界
の
生
高
密
減
ぜ
宇
・
物
債
の
引
上
を
行
は
や
し
て
の
割
首
は
正
し
く
反
封
の
結
果
を
生
み
、
世
界
市
場
を
共
過
程
中
に
粉
砕
し
去
っ
h
の
で
あ
る
。
新
し
き
保
護
主
義
及
び
そ
れ
に
因
り
既
に
一
時
は
れ
代
る
既
得
権
利
に
封
し
で
は
関
税
の
引
下
は
必
要
な
る
も
・
ぞ
れ
の
み
に
て
は
世
界
貿
易
の
回
復
は
不
充
分
で
あ
ら
う
。
今
や
故
車
問
待
遇
に
基
〈
間
単
純
な
る
一
般
的
解
決
法
は
斯
る
錯
綜
問
題
に
趨
営
な
ら
ん
と
希
望
す
る
は
不
可
能
で
あ
る
。
世
界
貿
易
は
斯
る
掘
観
朕
態
に
陥
入
せ
る
詩
．
共
の
如
き
二
種
類
の
解
決
方
法
の
み
が
現
在
可
能
で
あ
る
。
ー
即
ち
激
烈
な
る
競
争
的
結
果
を
件
ふ
で
あ
ら
う
新
し
き
量
的
貿
易
制
限
の
会
駿
．
若
し
〈
は
他
の
経
掛
的
財
政
的
諸
問
題
の
綾
和
に
連
れ
て
貿
易
障
碍
の
漸
進
的
底
止
案
の
、
骨
の
折
れ
る
、
複
雑
な
市
も
包
括
的
な
作
成
で
あ
る
。
前
者
は
儀
の
に
大
陸
過
ぐ
る
救
掛
川
策
に
じ
τ恐
ら
〈
賓
際
的
で
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
後
者
の
方
法
に
伴
ふ
遅
滞
と
不
完
杢
と
の
預
想
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
閥
抗
撒
陸
の
十
八
鹿
な
る
先
導
．
之
に
伴
ふ
量
的
制
限
ω即
刻
廃
止
に
封
余
る
効
果
あ
る
歴
坦
は
l
l共
に
語
貨
安
定
．
鞍
債
解
決
叉
或
特
殊
な
る
場
合
に
は
重
要
産
物
の
生
産
税
制
や
目
指
す
よ
め
蹟
汎
な
る
政
策
の
部
分
ぞ
形
成
す
る
も
の
に
し
て
最
良
の
最
賢
際
的
解
決
を
提
供
す
る
も
の
な
る
事
か
が
分
る
で
あ
ら
う
。
園
家
的
規
模
の
盲
目
的
な
る
保
護
的
努
力
は
殻
岡
市
の
な
い
も
の
と
分
っ
た
．
但
し
競
争
の
破
壊
的
方
面
必
制
せ
ん
と
努
め
乍
其
建
設
的
方
面
を
破
壊
す
る
際
に
は
有
効
で
あ
っ
氏
。
之
に
代
る
可
き
手
段
は
国
際
的
叫一。
協力への．より意識的な而も智内努である。調整法が（例
へば農業に於げるが如し）選行さム出．少共一時的又場
合に依つては・幾分の協定すろ生産統制手段がなければら
ない。其鹿には間際的貸輿の再開始がければら併し
ぞれは更に慎重計聾さたろ方法基〈ものでなけば
らない九大債権園側に共投資より生令果責合甘受すの好
意がなければらす．叉債務闘側に支梯不能の冶ぱ一切
負はない意趣がければら。金融界に在hりて有効的
協力が案出されなけばらい。市も一般的には自閣の利
益の震仁する近視眼的争寄代りに洪同安寧幸一耐封
責任の八刀捨かな付ばらい。斬る問題は連年耀積的努
力や必要とするものであ。併乍世田仲そ此軌道上に置かない
現下の恐慌解決案じして存鰻するもは一つだにないであ
らう。（一九三、0．O）
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